
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
八
幡
神
社
の
諸
般
に
つ
き
ま
し
て
は

種
々
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、本
年
平
成
二
十
八
年
は
丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）

の
年
と
な
り
ま
す
。
申
（
猿
）
は
古
く
か
ら
我
々

人
間
に
最
も
近
い
動
物
と
し
て
親
し
ま
れ
、
ま
た

知
恵
の
象
徴
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
動
物
で

す
。「
申
」
の
漢
字
は
稲
妻
が
伸
び
て
い
く
様
を
表

現
し
た
文
字
で
、「
伸
び
る
（
の
び
る
）」
と
い
う

意
味
で
す
。
自
分
の
意
思
を
伸
ば
す
事
を「
申
す（
も

う
す
）」
と
い
い
ま
す
。「
人
」
が
手
を
伸
ば
し
て

い
る
様
が
「
伸
」
な
の
で
す
。
ま
た
、「
示
」
に
「
申
」

を
併
せ
た
漢
字
は
「
神
」
で
す
。「
示
」
は
神
様
へ

の
お
供
え
を
置
い
た
台
（
祭
壇
）
を
表
し
た
文
字

で
す
。「
神
」
は
も
と
も
と
は
天
神
や
雷
神
を
意
味

し
て
い
ま
し
た
が
現
在
で
は
神
様
全
般
を
意
味
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
申
」
の
文
字
が
表
す
と

お
り
、
草
木
が
十
分
に
伸
び
、
実
が
成
熟
し
て
い

く
が
如
く
、
皆
様
の
一
年
が
充
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
選
手
団
の
活
躍
を
期

待
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

四
年
後
に
控
え
る
我
が
国
の
安
寧
と
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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猿
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近
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さ
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伸
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伸
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す
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す（
も

う
す
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と
い
い
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す
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人
」
が
手
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伸
ば
し
て

い
る
様
が
「
伸
」
な
の
で
す
。
ま
た
、「
示
」
に
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申
」

を
併
せ
た
漢
字
は
「
神
」
で
す
。「
示
」
は
神
様
へ

の
お
供
え
を
置
い
た
台
（
祭
壇
）
を
表
し
た
文
字

で
す
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」
は
も
と
も
と
は
天
神
や
雷
神
を
意
味

し
て
い
ま
し
た
が
現
在
で
は
神
様
全
般
を
意
味
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
申
」
の
文
字
が
表
す
と

お
り
、
草
木
が
十
分
に
伸
び
、
実
が
成
熟
し
て
い

く
が
如
く
、
皆
様
の
一
年
が
充
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
選
手
団
の
活
躍
を
期

待
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

四
年
後
に
控
え
る
我
が
国
の
安
寧
と
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　平
成
二
十
八
年
一
月



平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日
、
早
朝
よ

り
晴
天
と
な
り
大
変
暑
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
御
本
社
神
輿
の
復
興

に
併
せ
袢
纏
を
新
調
し
た
宮
元
八
幡
町

会
を
中
心
に
氏
子
町
会
の
皆
様
が
境
内

に
参
集
し
神
輿
の
到
着
を
待
ち
ま
す
。

正
午
前
、
神
輿
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が

慎
重
に
女
坂
を
上
が
っ
て
き
ま
す
。
神

輿
に
掛
け
ら
れ
た
覆
い
が
取
ら
れ
る
と

境
内
の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
歓
声
が
上
が

り
ま
す
。
漆
が
塗
ら
れ
、
金
箔
、
錺か

ざ
り金

具
や
極
彩
色
の
彫
刻
で
飾
ら
れ
た
神
輿

は
、
夏
の
日
差
し
を
浴
び
て
眩
い
ば
か

り
に
輝
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
ク

レ
ー
ン
で
神
輿
が
馬
に
載
せ
ら
れ
ま
す
。

ゑ
組
の
頭
衆
が
中
心
と
な
っ
て
担
ぎ
棒

を
入
れ
、
組
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
鳳

凰
や
瓔よ

う
ら
く珞
な
ど
の
錺
は
神
輿
師
の
神
田

宮
惣
の
方
々
の
手
に
よ
り
取
り
付
け
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
全
て
の
準
備
が
整
っ

た
神
輿
は
よ
り
一
層
の
輝
き
を
発
し
て

い
ま
す
。

午
後
二
時
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
御
本
社
神

輿
復
興
奉
告
祭
・
担
ぎ
初
め
式
に
氏
子

各
町
会
よ
り
神
社
役
員
を
始
め
担
ぎ
手

の
方
々
が
集
ま
り
始
め
ま
す
。
神
輿
を

眺
め
、
一
様
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
、
記

念
撮
影
を
し
な
が
ら
神
事
の
斎
行
を
待

ち
ま
す
。

午
後
三
時
、
復
興
奉
告
祭
並
び
に
分
祀

祭
が
始
ま
り
ま
す
。
御
神
前
に
御
本
社

神
輿
の
復
興
を
ご
奉
告
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
神
輿
の
神
霊
代
に
御
神
霊

に
お
遷
り
い
た
だ
く
神
事
が
斎
行
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
宮
司
が
そ
の
神
霊
代

を
奉
戴
し
神
輿
に
奉
遷
さ
れ
ま
す
。
続

い
て
御
神
霊
の
宿
っ
た
神
輿
前
で
担
ぎ

初
め
式
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
す
。

八
幡
神
社
御
本
社
神
輿
復
興



午
後
四
時
、
い
よ
い
よ
担
ぎ
初
め
で
す
。

三
百
名
以
上
の
担
ぎ
手
が
境
内
に
参
集

し
て
い
ま
す
。
先
ず
は
宮
元
八
幡
町
会

の
方
々
が
肩
を
入
れ
ま
す
。
拍
子
木
が

入
り
、
神
輿
が
上
が
り
ま
す
。
最
初
は

皆
お
そ
る
お
そ
る
で
す
。
し
ば
ら
く
す

る
と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
神

輿
が
勇
壮
に
動
き
出
し
ま
す
。
境
内
を

一
周
し
社
殿
正
面
へ
戻
り
、
次
々
に
各

氏
子
町
会
へ
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
、

御
本
社
神
輿
の
お
披
露
目
と
担
ぎ
初
め

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ

る
焼
失
か
ら
実
に
七
十
年
と
い
う
時
を

経
て
御
本
社
神
輿
が
氏
子
崇
敬
者
の
皆

様
の
復
興
へ
の
思
い
の
随
に
な
し
得
ま

し
た
こ
と
は
誠
に
感
慨
深
く
、
皆
様
の

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
ま
た
、

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
神
幸
祭
を
始
め
と
し
た
関

連
諸
祭
儀
の
斎
行
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

《
御
本
社
神
輿
に
つ
い
て
》

六
世
宮
惣
（
種
谷
吉
雄
氏
）
作

神
輿
は
屋
根
延
型
、
総
漆
、
金
箔
押
し
、

極
彩
色
の
彫
刻
、
そ
の
他
錺
金
具
で
飾

ら
れ
る
。

四
面
唐
戸
、
そ
の
上
の
欄
間
に
は
住
所

に
ち
な
み
虎
の
彫
刻
を
配
し
、
そ
の
両

脇
に
は
狛
犬
を
配
す
。

唐
戸
下
に
は
波
に
鳩
の
彫
刻
。
唐
戸
横

に
は
龍
の
彫
刻
。

屋
根
四
面
は
左
三
つ
巴
紋
、
露
盤
（
大

鳥
下
）
の
紋
は
徳
川
葵
。
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平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）

長
嶋
茂
雄
氏
が
脳
梗
塞
で
入
院

営
団
地
下
鉄
が
民
営
化
東
京
メ
ト
ロ
誕
生

イ
ラ
ク
日
本
人
人
質
事
件
発
生

政
治
家
の
年
金
未
納
問
題
が
次
々
に
発
覚

性
同
一
性
障
害
特
例
法
施
行

扇
千
景
が
女
性
初
の
参
議
院
議
長
就
任

ア
テ
ネ
五
輪
開
催

新
紙
幣
発
行
（
一
万
円
福
沢
諭
吉
な
ど
）

ジ
ョ
ー
ジ 

Ｗ 

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
再
選

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
誕
生

ダ
イ
エ
ー
か
ら
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
へ
球
団
移
譲

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
発
生

   

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
五
輪
開
催

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督
オ
フ
ト
就
任

東
海
道
新
幹
線
の
ぞ
み
運
転
開
始

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
開
業

若
山
富
三
郎
死
去

尾
崎
豊
死
去

国
家
公
務
員
の
週
休
二
日
制
開
始

長
谷
川
町
子
死
去

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立

山
形
新
幹
線
開
業

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
開
催

松
井
秀
喜
五
打
席
連
続
敬
遠

天
皇
陛
下
初
の
中
国
訪
問

ガ
リ
レ
オ
三
百
五
十
年
を
経
て
名
誉
回
復

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
選
当
選

気
圧
の
単
位
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
に
変
更

《
誕
生
》
ネ
イ
マ
ー
ル･

指
原
莉
乃

   

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

松
田
聖
子
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー

東
京
銀
座
一
億
円
拾
得
事
件

Ｗ
Ｈ
Ｏ
天
然
痘
根
絶
宣
言

韓
国
、
光
州
事
件

田
原
俊
彦
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー

モ
ス
ク
ワ
五
輪
開
催
、
日
本
不
参
加

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
日
本
発
売

林
家
三
平
死
去

 

イ
ラ
ン･

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

山
口
百
恵
引
退

王
貞
治
引
退

越
路
吹
雪
死
去

ジ
ョ
ン 

レ
ノ
ン
銃
殺
事
件

近
藤
真
彦
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー

《
誕
生
》
ジ
ェ
ン
ソ
ン 

バ
ト
ン･

遠
藤
保

仁･

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ･

竹
内
結
子･

眞

鍋
か
を
り･

又
吉
直
樹･

ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ･

宮
里
優
作･

優
香･

広

末
涼
子･

壇
蜜

   

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

東
大
闘
争
始
ま
る

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
五
輪
開
催

巨
人
の
星
放
送
開
始

キ
ン
グ
牧
師
暗
殺

霞
が
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
完
成

日
大
紛
争
始
ま
る

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

郵
便
番
号
制
度
実
施

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
創
刊

和
田
心
臓
移
植
事
件

道
路
交
通
法
改
正
、
違
反
点
数
制
度
導
入

川
端
康
成
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

ゴ
ル
ゴ
13
の
連
載
が
開
始

米
大
統
領
選
リ
チ
ャ
ー
ド 

ニ
ク
ソ
ン
当
選

三
億
円
強
奪
事
件
発
生

《
誕
生
》
葉
加
瀬
太
郎
・
飯
島
直
子･

新

田
恵
利･

セ
リ
ー
ヌ 

デ
ィ
オ
ン･

小
川

直
也･

桑
田
真
澄･

菊
池
桃
子･

渡
部
篤

郎･

原
田
雅
彦･

鈴
木
京
香･

野
茂
英
雄･

ウ
ィ
ル 

ス
ミ
ス

   

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

太
陽
の
季
節
で
石
原
裕
次
郎
が
デ
ビ
ュ
ー

通
天
閣
再
建

メ
ル
ボ
ル
ン
五
輪
開
催

新
宿
コ
マ
劇
場
開
館

《
誕
生
》
大
友
康
平･

役
所
広
司･

メ
ル 

ギ
ブ
ソ
ン･

小
堺
一
機･

藤
村
美
樹･

野

口
五
郎･

桑
田
佳
祐･
岡
江
久
美
子･

岡

田
武
史･

定
岡
正
二

   

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

俳
優
座
結
成

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦

連
合
軍
パ
リ
を
解
放

レ
イ
テ
島
の
戦
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
い

米
大
統
領
選
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
四
選

沢
村
栄
治
戦
死

《
誕
生
》
子
門
真
人･

山
本
寛
斎･

高
橋

英
樹･

ジ
ョ
ー
ジ 

ル
ー
カ
ス･

中
村
紘

子

   

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

満
州
国
建
国
宣
言

五
・
一
五
事
件

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
来
日

米
大
統
領
選
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
初
当
選

《
誕
生
》
稲
盛
和
夫･

広
岡
達
朗･

谷
啓･

大
島
渚･

冨
田
勲･

桂
由
美･

岸
惠
子･

小
林
亜
星･

石
原
慎
太
郎･

五
木
寛
之･

三
浦
雄
一
郎･

萬
屋
錦
之
介･

田
中
邦
衛

   

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

国
際
連
盟
成
立

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
発
効

ア
メ
リ
カ
禁
酒
法
施
行

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
五
輪
開
催

ア
メ
リ
カ
女
性
参
政
権
が
認
め
ら
れ
る

日
本
最
初
の
国
勢
調
査
実
施

《
誕
生
》
長
谷
川
町
子･

三
船
敏
郎･

森

光
子･

安
岡
章
太
郎･

秋
山
庄
太
郎

   

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
催

米
Ｆ
Ｂ
Ｉ
設
立

米
で
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
完
成

愛
新
覚
羅
溥
儀
が
清
の
皇
帝
即
位

《
誕
生
》
伴
淳
三
郎･

ヘ
ル
ベ
ル
ト 

フ
ォ

ン 

カ
ラ
ヤ
ン･

オ
ス
カ
ー 

シ
ン
ド
ラ
ー･

東
山
魁
夷･

沢
村
貞
子

   

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

第
一
回
夏
季
五
輪
ア
テ
ネ
で
開
催

フ
ォ
ー
ド
が
初
の
四
輪
自
動
車
試
作
成
功

米
大
統
領
選
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
当
選

《
誕
生
》
宮
沢
賢
治･

岸
信
介

　年
の
出
来
事･

　

 
 

年
生
ま
れ
の
有
名
人

※ 年齢は数え年です


